
語彙空間構造を把握する

一『爾雅』輝詰・輝言・輝訓の場合一

谷本玲大

■ノードとリンク

【ノードt'ode)】

ネットワークを構成する一つ一つの要素のこと。通信ネットワークではコンピュータやハブ､ルータ

など一台一台の通信機器がノードに当たる。ノードとノードを結ぶ線はリンクという。

●

【リンク；ハイパーリンク(link,hyperlink)】

文書内に埋め込まれた､他の文書や画像などの位置情報。ハイパーリンクを用いて複数の文書､およ

び関連する画像などのオブジェクトを関連付けたシステムをハイパーテキストという。WWWはハ

イパーテキストの代表例で、Webブラウザで文書を表示し、 リンクのある場所を,マウスでクリック

すると、関連づけられたリンク先にジャンプするようになっている。

qT用語辞典e-Wordshtm:"e･wodsjp/)

●

国文学研究者にとってはノードという言葉はあまり馴染みがないかもしれない

最も代表的なWWWのHITPプロトコルで送受信され、グラフイカルブラウザで表示・閲覧される

IHn皿』ファイルによるWebPageを例に言えば各IH皿』ファイルがノード、それらを結んでいるのが

リンクということになる。

国語･国文学研究は､その扱うコンテンツの特性から､ノード同士のリンク情報を重視せざるを得なし＄

例えば国文学に於いては、王朝貴族の人生を左右した血脈や主家との関係、古今伝授・琴・手習い等の

師の系譜、僧侶の法系などb

国語学にあっては、語彙の意味範囲・文法体系に於ける品詞論なども

いずれも相互関係性の中でこそ、当該ノード（人物なり語なり品詞なり）の位置づけが可能になる。

本稿では、この抽象ｲ倒既念を援用して語彙空間について考えてみたい。

ここで言う語彙とは、一定のボキャブラリの集合体であるところの語彙例えばある国語辞典に収録さ

れる範囲の語彙など）を言い、語彙空間とは、それら各単語相互関係を為して織りなす結束線の繋がり方

をイメージしている。

■リンクの視覚化

以下は、サーチエンジンGoogleによって国文学研究資料館のWebPageq,t":/yWwwbnjjl.acjP/)と類

似・関連するものとして分類されているサイト群を視覚化したものである。

この視覚化はJavaAppletツール.91budnGraphGoogleBrowserV1､01'' 1を実行して行った。

1htm:Wwwmudlgraph.comﾉrGGoogleBrowser;hnl

‐11‐



swlbuchGraphGoogleBrowser"は、恐らく Crelated:www.nijl・acjp/"としてGoogleに検索クエリを

送り、その結果として上位に出てきたサイトについても再帰的にciPelated:"の検索指令を出しているも

のと推測されるが、それら関遡青報をどのように取り扱って類似・関連と見なしているかについては今は

敢えて立ち入らず、その結果を見ることにしよう。

ahtip:"ww “uchC画ph･℃⑥m一 TbuchG函飾GoDg1曾Br⑨w#efV1､01－側icrosDftIntcmetSpbrcr -IDI×I

卜
－ －Fー

一－1 ■一一一一一F■ 一 一一寺々4→
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【やhiI“ophv･onw地dWlink咽

1

一
マ
ー

－－－－

『『｢~｢画ｱプ"I,CQmt"chgramgooglebroWseltGoDgleaoWSerA"ieiStarted ~FE~gEI|鐙ｲﾝﾀｰ初卜

結果は上図の通りである。

国文学研究資辮鵬と同じ「大学共同利用機関法人人間文化研究機構」に属する国際日本文化研究センタ

-(http:"WwwbniChjbun.acjp"、国立民族詞寧吻館(htm://Wwwbmpaku.acjp"、国立歴史民俗博物館

(htm:"Wwwremaku.acjp/)の他、国文学研究資料館と組織機能的に類縁関係にある国立公文書館(ht

tp:/yWwwarchives.gojp"、国立国会図書館(htm:"Wwwndl.gojp"、国立国語研究所(htmWWwwkokk

en.gojpﾙ、国立情報学研究所(htm:/yWwwb血.acjplindexgj.htmD、東京大学史料編墓所(htm:"Wwwhi,

u･tokyo.acjplindexaj.html)などの機関がそれぞれ核になりつつリストアップされていること、また、学

術系サイトの網羅的リンク集として著名な後藤斉氏棟北大学大学院文学研究科言語学研究室）による国

内人文系研究機関WWWページリスト (htm:"www.sal.tohoku・acjp/~gothitﾉ乞inbml.htm)が核の一端
を担っていることが見て取れる。

このように､Web空間内部で各サイト同士の占める位置･独自性の色彩付けは、リストされた機関同士

の結束線の繋がり方によって支えられていると言い得る。

本稿で後述する語彙空間を考える際に、この点は重要であるので強調しておく。
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さて､TbuchGraphGoogleBrowserの出力結果が､ここ10年ほどにわたって我々が親しんできたWWW

ページの検索エンジンとどのように違うのかと言えば、主要なポイントは一点だけである。

それは､各WebPageをノードとし、 「それら同士のリンクがどのように結束しているの刺をも視覚化
できたことによって、それら各ノードが存在するWeb空間の全体を視覚的に棚屋することができるよう

になったという点である。

尤も、先に敢えて不問とすることを断ったように、今の例で挙げた「結束線の繋がり方」は、それを直

接的なリンク関係だけで計算する場合や、各サイト内部のテキストを統計的に処置して類義語の使用率で

重み付け処理する場合など、様々な計量の仕方があろう。

当然、その様々な計量方式のどれを採用するかで結果が異なってくるのであって、視覚表現の妥当性の

検証についてもなお慎重を要しよう。

また、 「どちらのノードからどちらのノードに対する結束なのか」という結束の向きの指示･視創上にま

では至っていない点もすぐに改善要求として思い浮かぶ所であろう。

情報科学技術分野では、これらの問題点を十分に把握した上で類似同士をまとめるクラスタリング作業

やその理論、また、その結果を図として表示する可捌ヒツールの開発などの研究が進められており、一部

では他の研究に資する実用ツールとしての活用も進められている。

例えば、綱包内での遺伝子制御ネットワークや代謝ネットワークのような大量の行列データのネットワ

ーク構造を分析する操作などで利用されているようである。

視覚化ツールの様々については、増井俊之氏2のサイトにある「視覚化関連文就や、佐藤克己氏3のサ

イト、小池英樹氏4の解説などを参照のこと。

■語彙空間把握の考え方一『爾卿の場合一

本稿では、視削上の達成を最終目標とはしない。

主たる目的は、語彙空間内部に於いて、各語の存立を支える結束線（リンク）情報に支えられる意味ネ

ットワークの抽出をすることである。

視鬮ヒシステムヘの実装は、その次の段階で必要になるであろうが、今回はそれ以前の基礎検討につい

て報告を行う。

実は当初、本稿では「国語辞典」の見出し語と、その語義説明との関係を解析することを企図し、下作

業としてEPWING形式の『広辞苑第四版』､『大辞林第二版』』のテキスト抽出を合法的な手段で行な

って、分析を試みた。

それによって､例えば、 「見出し語としては表層に現れていないが､実は説明語として様々な意味鉋濤の中

で用いられる融通無碍な単語」が見つかる可能性に期待を寄せたのである。

しかし､説明文にある｢言し換え｣には規貝雌がなく、長大な名詞句を形成するもの、 「～こと｡」 「また、

～。～とも｡」など、単純に言し換えを行っていないために「～」で述べられるものにほぼ該当する見出し

語があっても同一ノードとして判定できず、ためにリンクの認定が行えない場合が多くあるなど、データ

分割方針に客観性を保障する方策が見出せず、解析を断念した。

2ht印加itecanmmのhtm:"ircan.com/bib/Visualization・htmlやhtm:mitecan.commresentations/D
EWS98fndex.htmlなど6

3h":"apollo.u･gakugei.acjP′"yoshiki/researd]/Surv匂『-ixphp

4小池英樹氏「ビジュアライゼーション」 (rbit別冊ビジユアルインタフエースーポストGUIを目指して
－』平川・安村編、pp､24-44、共立出版、 1996,hm:Wwwvogue・is.uec.acjpﾙ､'koike/biVbit・html)な
どを参照
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そこで今回は、中国最古の字書である『爾卿を用いることとする。

【爾雅】じが

十九篇〔漢書芸文志〕に彌稠三巻二十篇とするが、いま十九篇を存する。撰者不詳。最古の

字善釈詰・釈言は字義、釈訓は重言、釈親・釈宮以下その事類をいう。畷3の訓義をとること

が最も多く、古い訓注を集めたものであろう。成立について内藤湖南の〔爾雅の研究〕がある。晋

の郭僕の〔湖、宋の邪禺の〔鯛は〔十三経注疏〕の一・清の部晋酒の關雅正義〕二十巻、祁

誌行の彌雅義疏〕十九巻がある。にI卜R伽版『字通』付録白川静著平凡社2003/07）

臓卿の構成は輝話､鐸言､輝訓､輝親､輝宮､輝器､輝樂､輝天､鐸地､輝丘､澤山、輝水､輝草、

輝木、稗墨、輝魚、鐸鳥、輝獣輝畜である。

今回は、この内、比較的に単字が多く、語としての抽象度が高い字を集めている先頭三篇を検討対象と

した。

底本には、尊經閣文庫旧蔵、東京大学東洋文化研究所蔵、崇禎中古虞毛氏汲古閣刊十三經註疏本隔雅

註研削十一巻を用いた。

輝詰、輝言、輝訓の親見出しは617個で、その構成は大凡、以下のようになっている。

太字については補足説明がある。それについては後述する。
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仮番号 分類 見出し 説明

1
１
Ｊ澤詰 始 初、哉、首、基、肇、ネ 元、胎、俶､落、權、輿

2 輝詰 君 林､窯、天、帝、皇、王、后、辞、公、侯

3 鐸詰 大 、
、
戎
家

、
、
誕
壯

、
、
洪
騒

、
、
奔
景

、
、
杢
甫
蝦
淫
墳
路

、
、
彪
壬

、
、
嚥
弩

、
、
夏
宇
席

、
、
、

純
計
業

、
、
、

介
濯
將

溥
碩
睡

姑
、
、

宏
京
阪

、
、
、

廓
假
笥

、
、
、

弘
駿
簡

4 鐸詰 有 幌、尼

5 鐸詰 至 迄､藻、極、到、赴、來、弔、艘､格、戻、懐､催、唐

6 輝詰 性 如、適、之、嫁、祖、逝

7 稗詰 賜 寶、貢、錫、界、予、既

8 鐸詰 善 儀、若、祥、淑、鮮、省、減、嘉、今、類、鮴、穀、攻、穀、介、徽
9 稗詰 救 野､業、順

10 鐸詰 緒 鋳､業､順､叙

11 輝詰 樂 怡､ ‘澤、悦､欣、桁、喜、愉、豫､榿､康、枕、般

12 輝詰 服 悦､惇、愉、緯、賓、協

13 輝詰 自 邇、遵、率、循、由、從

14 輝詰 循 這、遵、率

15 緯詰 謀 靖､惟、漠、圖、詞、度、杏、諏、究、如、慮、謨、猷、肇、基､訪
16 輝註 常 典、鐸、法、則、刑、範、矩、庸、値、律、蔓、職、秩

17 輝詰 法 何、憲、刑、範、辞、律、矩、則

18 輝詰 罪 事、辞、戻

19 澤詰 壽 黄髪、齪歯、飴背、者老

20 澤鈷 信 允、孚、萱、展、誰、誠、亮、詞

21 鐸詰 誠 展、謹、允、慎、曹



上記のうち、太字部分を用いて、若干の補足説明をする。
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22 鐸註 戯謹 讃良笑敷

23 緯鈷 日 響､子､麦

別 輝詰 子 愛､雪

25 緯鈷 於 麦､雪、子､那、都､鶴

26 輝詰
今
ロ 故､部、意、翁、仇、偶、妃、匹、會

27 輝詰 匹 仇､織、敵、妃、知、儀

28 輝詰 對 妃､合、會

29 輝註 娘 妃

30 鐸鈷 繼 紹､胤、嗣、鯛、纂、綾、續、武、係

31 鐸註 靜 急､謙、溢、蟄､慎狢、謡、顎､顕、密、寧

32 鐸詰 落 隅、磧、運、下窪、墜、標、需

33 輝註
生
ロ 命、今、橲、珍、祈、請、謁、訊、諾

34 緯詰 這 永､悠、掴、違､這、邊､闇

35 鐸詰 邇 永､悠、廻、這

36 輝鈷 穀 鱈、壊、妃、垢

37 輝詰 陳 矢、錐、引、延、順、薦、劉、鐸、P、旅

38 輝詰 主 戸、職

39 輝詰 菜 P

40 輝詰 官 菜、寮

41 鐸詰 事 績、緒、采、業、服、宜、貢、公

42 鐸詰 長 永､義、引、延､融､駿

43 輝詰 高 喬、嵩、崇

44
１
Ｊ澤詰 充 崇

45 鐸詰 勝 犯、箸、果、毅、剋、捷、功、肩、堪

46 鐸詰 克 勝、肩、識、劉、殺

47 輝註 殺 劉､獺、斬、刺

48 輝詰 勉 聲聲、悪没、孟、敦、勗、釦、茂、勘、肋

49 鐸詰 強 篤、務、昏、啓

50 緯詰 我 叩、吾、台、予､朕、身､甫､余､言

51 稗詰 身 朕、余､躬

鬼 緯詰 予 台､朕、賓､界、卜、陽

53 輝詰 筵 南、延、誘、薦、鮫、晉、寅、蓋

54 鐸註 進 蓋、賎、迪、窯

55 緯詰 導 詔、亮、左、右、相

56 鐸詰 勵 詔、相、導、左、右、助

57 輝詰 右 亮、介、尚

58 輝註 亮 左、右

59 緯詰 光 輯、煕、烈、顯、昭、皓、顕



見出し「釦に対して単字を列挙しているが、隔卿に於いては、これは｢野也業也順也」と示

しているのと同じである。

そして次の見出し「綱に於いて「野、業、順」と挙げ、更に「教」も示している。

すなわち、

側二鬮三i舅三川鰐_｢鉤
の二系列の同義字リストが掲出されていることとなり、結果としては「敏」＝「野」＝「業」=｢IIE｣=

「燗と、全ての単字が等価の関係を作っていることとなる。

ここで当初から「教、野調I偵緒」と示されていないのは、先引した白川氏角獄（内藤湖南説を踏襲）に

「古い訓注を集めたものであろう｡」とされるのを参考とするより他なく、今は､典拠となった訓注の出て

きた順に追補列挙して行った過程での未整理であろうと見ておく。

このようなものは以下の例にもある。

｢日」は助詞訓ずるならば「ここに、に、ここにおいて、これ」となろう。

以下も同様で、訓ずるならば「とおい、はる刺となろう。

更に、別見出しとして以下のような例がある。

「長」は「ながい」の他に「トホシ」の訓がある。 「剛は｢融遠」の熟巖郡あって「はるかに長い｣。 「駒

は馨符「麦」に高大、峻高の義があるかと見られる。言うまでもなく訓は日本語への割り当てであって、

その発想・意味範曉のズレが繕沽内部で存在するのか否かは訓で見ても判断はつかない。

しかし、このように同義字であろうと見るわけには決して行かない例もある。以下の例、

の内、50と51は基本的に「われ、みずから、自分自身」の意である。

しかし、52の内、 「賀「界」 「ト」は「与える」の意であって、 「われ、みずから、自分自身」の意では

なし＄されば、以下の2つのグループに分かれねばならぬこととなる。

f閨二賢二馬二南=脱
以上、臓卿を使用する際、本来ならば注意すべき面があることを述べた。

但し､以下の作業ではこれらは機械的に同一視して処理することとし、その上で､臓卿内部での｢見

出し」と「説明中の各語」とをノードとして扱った場合、どのようなリンクが結束されることになるのか
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仮番号 分類 見出し 説明

9
１
Ｊ 零古 叙 野､業､順

10 輝詰 緒 野､業、順､叙

23
１
Ｊ 騨古 日 雪、子､愛

別
１
Ｊ騨古 子 差､雲

25 輝詰 於 麦､譽、子、那、都、鑑

34
１
Ｊ 壗古 這 永､悠、掴、違、這、邊、闇

35
１
Ｊ 鶚古 這 永､悠、洞、猿

42
１
Ｊ零古 長 永､義、引、延､融､駿

50
ｊ
ｊ 鶚古 我 叩、吾、台、予､朕、身､甫､余､吉

51
１
Ｊ 騨古 身 朕､余､躬

52 鐸詰 予 ト台､朕、賓､界、 、 湯



を見てゆきたし％

■『爾卿をソシオグラムに適用する

上述のようにして整理した臓卿データを分析する際に採用するのはsociomehy(ソシオメトリー）

である。

【ソシオメトリー(Sociometry)】

集団内での人間関係における構造上の特性を､成員間の牽引や反発の力学的関係としてとらえ､その副上

測定を行う方法と理論｡アメリカの心理学者モレノとその学派によって体系化された｡社会測定法｡→ソ

シオグラム

【ソシオグラム(sociogram)】

特定のﾉ｣集団における人間関係のつくる構造を明らかにするため、成員相互間の選択（牽引） ・拒否仮

発）関係を図表化したもの。ソシオメトリーで使用される。

『大辞林』第二版三省堂

ソシオメトリックーテストは､小学校の学級軍営などで実用的に使用されるケースが多かったようである。

実際、稿者が小学生（三、四年生）の頃、このソシオメトリックーテストは複数回行われた記憶がある。

それは以下のようなアンケート調査であった。

･席替えをするとしたら、同じグループになりたいと思う人を3人書いてください。

．できれば同じグループにはなりたくないと思う人を3人書いてください

塔えたくないときは、無理に答えなくてもかまいません｡）

このようなアンケートは、各学期の中盤に差し掛かると配布され、翌週にクラス内での班替えが行われ

た。

（今になって思えば、恐らく､）担任教師は生徒同士の

・ 選択のベクトル（一方通行、双方向）の抽出

・ 排斥のベクトル（一方通行、双方向）の抽出

・ 非選択による孤立者の抽出

…といった作業を行い、子供であるが故になおさら生々しい人間関係の網目をかれこれ勘案して、排斥を

解きほぐしたり、中立的立場にある生徒を媒介として新たな人間関係の切っ掛けを紡ごうと工夫するなど

して、班構成の案を練ったのであろう。

但し、秋田県内の小学校で教頭を務める佐々木彰氏のWebPageにある角蹴「ソシオメトリーをもう一

度」によると、近年は、人権問題に発展することを避けて、このようなことは行われなくなってきたよう

である。

以下、佐々木彰氏「ソシオメトリーをもう一度」にある角獄を引く。

具体的には、集団の中で各成員が他のどの成員を選択するか（好き別、どの成員を排斥するか（嫌い

カウを調査し、その相互関係をまとめる。

一般的には、選択者・排斥者ともに3名程度の名前をあげさせる。

この結果を、図示したものをソシオグラム、表で示したものをソシオマトリクスという。

下の表は、ソシオマトリクスの例である。

この表を縦に見ていけば、その子が誰を選択し、誰を排斥しているかがわかる。例えば2番のB助の場

‐17．



合は、A男．C造．E彦を選択し、G也・ 1 234567891口破識相相
達排互互I彦． J次を排斥している。

ABCDEFGHIJ択斥運排
B助の場合、A男．C造からは選択され 男助道夫彦吉也郎弘次数数択斥

ているので、相互選択を示す「。」のマー 1 A男溌域繊翻･キ0 6 1 3 1スター

クがついている｡またJ次とは相互に排 ；:豐雲鬘篝雪× gooｷ‘,'4020スター
斥しているので、相互排斥を示す「キ」マ 4 D夫感繍蕊溌x OO3 1 1 0

－クになっている。 5 E彦一~びび一蕊鐵唖0060 2 0スター

横に見ていった擁駅柵排斥の状況に沌惠キ××･働溌灘×キキ'‘イ ･懲餓灘× 221 0

よって、多くの子から選択されている者に 8 H郎× × ･×､003300周辺児

は｢スター｣、多くの排斥を受けている者に 9 I弘 ×× キ 、キ0402孤立児

10 J次×キ× ×キ××キ､0 803排斥児
は「排斥児」などの注釈がついている。 選択数 ’3383333333
赤線で囲んでいるのは、相互選択による排斥数 ’3332332323

結びつきが強い、いわゆる「仲良しグルーカである。その中に入っていない子は、選択・排斥の状況に

よって、周辺児・孤立児と判断される。

佐々木彰氏「ソシオメトリーをもう一度」 (htm:yWww2.ChOkai.nejp/-assoonas/UC331・HTML)

斥排互相３２００３０００１１
相互選択０００１１２１２２３

数斥排識８４３２５０１０３１
砿選択数００３２２６３４５６

ねＪ次キ○○キ○キ、３３
２３キ、。キ。。弘１９

３３×、××。。○郎Ｈ８
２３××灘謹職。。也Ｇ７

３３キキ○餓溌鐵キ吉Ｆ６
３３×懲働蕊一××。彦Ｅ５

２３×○一塞劉翻翻夫，４
３８×××画一蕊蕊鱗繊造Ｃ３

３３キ××び霊働蕊域助日２
３３××キ一垂趣鍵蕊男Ａ１

1 A男

2 B助

3C造

4 D夫

5 E彦

6 F吉

7 G也

8 H郎

9 I弘

10 J次

選択数

排斥数

この方法を臓卿について行った場合、どのようになる力も

Accessで計量し、縦列の見出し語と、 イ飾りの見出し語が相互参照している場合を示戎

蜑十篝菫
右 尚、介

右
、
、
亮
左亮

が繋がれる事がわかる。

螢｜暹｜献右
窪
起 勤

生
巨

主
月

二
毒
ロ 多｜撫｜暮岬

一
右
一
遠
勤
告
一
請
多
撫
暮
一
亮
螢
暹
賦

亮
一
◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

実際の所、臓卿は並列列挙であるので、呪出し調を認定するのは正しくなし＄

今、便宜的に、このように扱ったのである。

なお、この便宜的な「見出し調と、それ以外の語とを区別せずにどちらかから参照している場合のメ

トリックを作成すると、綱黄180マス程度の一覧表ができた。

これは府敵性の面で、やや見通しが悪いので、今、煩瓊を避けてこれは掲示しないが、この基礎データ

を用いて、 】､皿』などでタグ付けを行い、 リンク表示の生成を行うビジュアライゼーション・ソフトウェ
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ｱ5にかければ､語彙空間内部に於いて、各語彙の存立を支える結束線（リンク）情報に支えられる意味ネ

ットワークを視覚化することができよう。

■『爾卿をインパクト・ファクターで計量する

ImpactFacmrは､ある雑誌が1論文あたり平均で何回引用されているかを算出し、学界内での、 「その
雑誌の重要度」を示す指標6で、主に理科系分野の業績評価では重要な観点として活用されている。

被引用数が多いほど、その論文は有用である可能性が高く、そのような論文を多く載せている雑誌は、

学界への稗益も大きいであろう…という観点に立って計量される。

但し、この数値はあくまでも「その雑誌の重要度」を示すものである。言し換えれば掲載した個別論文

の被引用数を根拠にして「雑誌の格」が決定されるのである。

その、格が高い雑誌に自己の論文が載ったということと、その個別の論文の質が高いこととは別問題であ

る点については、インパクト・ファクターの創案者であるEugeneGarfield自身も述べている。

極論であるが､多くの論者が批ﾘ的言辞とともに、 「全く内容的に取るに足らないダメ論文の代表例」と

して挙げて引用した場合でも、ポイント数は上がるのである。

また、自己が関係する雑誌のポイントを上げようと意図的な引用を勧める編集委員もいるという。学界

の構造的な問題と言えよう瓜

このように、雑誌のインパクト・ファクターを、個別の論文について敷術適用して捉える考え方は‘誤

った侭､方”であると指摘されていることを述べたが、実際のところは、我々の身の回りにこのような素

朴な考え方の方が根強いと思われる。

例えば、 『勅撰作者部類』の編纂意図も、これに類する素朴な思考であろう。

○計算式の例：

IF=(万葉集全歌中、人麻呂詠の歌数)/(万葉集全歌数）

IF=(勅撰集全歌中、貫之詠の歌数)/(勅撰集全歌数）

このような式を適宜に案出して比較すれば､認定基準をどのようにするかは一考の余地があるにせよ、

興味をそそる劉直を得られよう。

他に、以下のような計創倣も我々にとっては意味を持つであろう。

○御子左家と六条家の歌壇への影響力の上畷

御子左家のIF=(勅撰集全歌中、御子左家歌人の詠歌数)/(勅撰集全歌数）
VS

六条家のIF=(勅撰集全歌中、六条家歌人の詠歌数)/(勅撰集全歌数）

○人麻呂と貫之とどちらの影響力が実作に於いて強いのか？

人麻呂IF=(新編国歌大観全歌中、人麻呂詠の本歌取り数）一(新編国歌大観全歌中、人麻呂詠

の鋤／（新編国歌大観全歌数）

5例えばgraphvizやKeyGraphのような、ばねモデルによるノードの最適配置を適用する視覚化ツール
など6

6窪田輝蔵氏『科学を計る－ガーフイールドとインパクト･ファクター』(インターメディカル､1996/10)、
山崎茂明著『インパクトファクターを解き明力雰す』（情報科学技術協会、2004/03)、などを参照
通常、F=(ある論文誌に掲載された全ての論文が引用された回勤/(その論文誌に掲載された論
文数）で表され、F値の実際の計算では、直前の2年間のデータをもとに算出している。
例えば､2006年のIF値は､2005年と2004年に掲載された論文が2006年に引用された回数を、同じ
2年間の掲載論文数で割った値になる。
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VS

貫之IF=(新編国歌大観全歌中、貫之詠の本歌取り劉一(新編国歌大観全歌中、

／（新編国歌大観全歌数）

以下、このような「《疑似的》インパクト・ファクター」の観点に立って、臓卿冒頭三

計量する。

まず、 「"見出し”に出ているある文字自身」が、他の箇所の“見出し"」または「見出し

しない語の‘説明"」のいずれかとして出現したものを抽出する。

その数は617であった。今、その上位を表にして示す6

冒頭三

｢見出し

貫之詠の鋤

篇のデータを

としては一致

次に、 「見出し以外の‘説明語”として出ているある文字自身」が、他の箇所の“見出し"」または｢見

出しは一致しない語の‘説明語'」のいずれかとして出現したものを計量する。

その数は1084であった。今、その上位を表にして示す｡

－20‐

仮番号 見出し 他の説明との一致数 他の見出しとの一致

(自身を引いた後の数）

単純加算によるIF

233 為 5 4 9

☆554 窯 6 0 6

105 業 5 0 5

213 戻 4 1 5

4 有 4 1 5

☆472 珍 3 2 5

378 相 3 2 5

288 懐 2 3 5

448 既 1 4 5

528 勢 2 2 4

239 延 4 0 4

523 安 3 1 4

95 遇 3 1 4

322 會 2 2 4

218 逮 3 1 4

57 右 3 1 4

230 齊 3 1 4

340 遇 2 2 4

32 落 2 2 4

1m 微 2 2 4

124 作 1 3 4

仮番号 ﾖ現出し説明 見出しとの一致数

(自身は含まない）

他の説明との一致

(自身を引いた後の鋤

単純加算による1F

1078 叙 0 7 7

1079 琴 0 7 7

1080 故 0 7 7



まの満

数値で見ることとする。

○「診」の例。

○但し、 「蕪」のデータのように、騨訓で数値を稼いでいるものもある点に注意。

○「延」の例。

－21‐

1081 異 0 7 7

1083 腓 0 7 7

1084 剰 0 7 7

☆髄5 窯 1 5 6

l的 業 1 4 5

444 明 3 2 5

464 猷 0 5 5

723 霜 0 5 5

8 安 2 2 4

☆32 延 1 3 4

88 体 0 4 4

285 續 0 4 4

297 相 2 2 4

303 卒 0 4 4

833 齊 2 2 4

922 戻 1 3 4

33 輝詰
生
ロ 命、今、橲、珍、祈､請、謁､訊、諾

2m
ヴ
ー
ｄ
１
グ翠吉 致 珍、底

393 輝吉 診 珍

472 輝吉 珍 障

2 輝詰 君 林､窯､天、帝、皇、王、后､辞、公､侯

54
■
０
１
口
ｊ
〃澤詰 進 差、賎、迪、蒸

73 輝詰 軍 黎、庶､蒸、多、醜、師､旅

84 鐸詰 祭 樫、杷、洞、窯､嘗、桧

377 鐸吉 塵 窯

518 輝訓 作 獺差遂

554 鐸訓 蒸 浮浮

37 稗詰 陳 矢、錐、引、延､順、薦、劉、鐸、P、旅

42
１
Ｊ鍵古 長 永、素、引、延、融、駿

53 鐸詰 進 索、延、誘、薦、餃、晉、寅、蓋

101 輝詰 間 孔、晩、哉､延､虚、無、之、吉

239 鐸言 延 軍



ここで上位に来た文字が、昨開削内部で、 「使用範囲の広い、融通無碍なる詔として機能している。

本稿冒頭で掲示したような視覚化を行った際には、ノードとして立てられた語から伸びているリンク情

報の結束線が、取り立てて多くなるはずである。

いわば、核ノードとしての地位を確保することがわかる。

今、仮に手動描写で「延」について図示すると、以下のようになろう。

但し、この図は、本来、 「陳｣、 「矢｣、 「誰｣、 「引｣、 「延｣、 「II同、 「薦｣、 「劉｣、 「綱、 「戸｣、脈」などの

全てを同等の結束線で結ぶべきだが、図があまりに煩雑になるため、見出しで代表せしめた場合の図とし

て作成したものである。

「陳｣、 「長｣、唯｣、 「間」がそれぞれのグループを作り、それらが「延」によって結ばれることがわか

る。図示によって、 「引」も同様の役割を果たしていることも判明する。

引

以上、臓卿の語彙空間を把握するに資する内部構造の検証ができた。

■今後の謡誼

今後は、オブジェクトとオブジェクトを結んでいるノードを結ぶリンクの結束線を鳥倣できるようにす

る視覚化システムの検討、そのリンクが保持しているベクトルが、一方向なのか、双方向なのか、一方向

の場合にそれは正のベクトル／負のベクトル（例えば同義・類義／対義など）の何れなのか…なども区別

したビジュアライゼーション（視覚化）の実装を検討する必要があろう。
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